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幼児による自己と友人の認識に関する研究の動向と展望
― 友人選択や社会的比較の観点から ―
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Children’s Self-cognition and Friendship
― Friendship choice and social comparison ―

Daisuke Watanabe

Abstract: In contrast with a classic view that young children select friends based simply 
on physical proximity, young children’s choice of friends might be closely related to their 
self-cognition and cognition of friends.　To reveal this question in this study, I review 
research of young children concerning three themes: cognition of self and friends, friendship 
choice, and social comparison.　First, I focus on young children’s cognition of self and 
friends, especially on self-evaluation and their evaluation of friend’s ability.　Second, I 
describe how friendship is related to cognition of self and friends, referring to studies of 
friendship and choice of friends in early childhood.　Third, in respect of the social 
comparison processes and self-evaluation maintenance models, I discuss the features of 
young children’s self- and friend-cognition.　The review of related research suggests that 
young children might compare the ability of themselves with those of other children, and 
choose friends on the basis of the comparison.
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　「子どもは“能力”の観点から他者を認識し，それ
を考慮して友人を選択するのか。」この疑問が本研究
の出発点である。大人についてはこの疑問に対し，い
くつかの例で回答を示すことができるだろう。例えば，
テスト勉強をするのであれば，自分より頭の良い友人
と一緒に勉強したいと考えるかもしれない。また，ス
ノーボードをするなら，自分より上手な友人と行って
コツを教えてもらったり，自分と同程度の友人と競い
合ったり，自分より下手な友人と行って優越感に浸っ
たりしたいと考えるかもしれない。このような実際に
起こりうる例から考えると，大人が自己の能力を鑑み
て友人を選択している姿は想像に難くない。それでは
子どもに関してはどうだろうか。例えば，かけっこが
速いと自分をみなしている子どもは，自分よりかけっ
この速い友人と遊ぶのであろうか，それとも遅い友人

と遊ぶのであろうか。このように，友人選択は，自己
認識や他者（友人）認識と密接に関わっているように
思われる。
　そこで本稿では，大きく分けて，子どもの自己認識
と他者（本研究では特に友人）認識，友人関係とその
選択要因，自己と他者の能力評定とそれらの比較傾向
の３点について，関連する先行研究を概観しながら，
先の疑問についての答えを探ることにする。そして，
得られた示唆から今後の研究可能性を展望する。具体
的には，まず自己認識・他者認識の中でも，特に能力
の評価的側面に焦点を当てた自己評価と他者評価を取
り上げ，その概要について説明を行う。次に，友人認
識や友人選択に関する研究を通じて子どもの自己認
識・友人認識が友人関係とどのように関連しているか
について述べる。その後，自他の能力比較の観点から，
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子どもの自己認識と友人認識の特徴を記述する。そこ
では自他の能力比較と友人関係に関わりが深い，社会
的比較理論（Festinger, 1954）や自己評価維持モデル

（Tesser & Campbell, 1983）を取り上げる。以上のよ
うに，自他認識や友人関係に関する発達プロセスにつ
いて，従来とは異なる視点からアプローチすることは，
各領域の研究に新たな知見を加え，今後の研究に対す
る興味深い示唆を導き出すことができると期待され
る。
　なお，本研究では，特に幼児期の子どもに焦点を当
てる。幼児期に注目する主な理由として，自己認識が
明確に形成され始めるのが幼児期以降であり，この頃
から他者との比較によって自分を評価するようになる
と考えられていることが挙げられる（e.g., 高田， 
2004）。加えて，発達の初期段階である幼児期の友人
関係は，児童期や青年期の友人経験に大きく影響する
と言われているため（e.g., Snyder, West, Stockemer, 
& Gibbons, 1996），幼児期の子どもを対象とすること
は非常に重要な意味を持つと考えられる。

１．自己認識と友人認識

　自己についての認識は心理学の主要な研究テーマと
して今日まで扱われてきた。James（1892/1992）の“知
る主体としての自己”と“知られる客体としての自己”
に関する指摘から始まった自己に関する研究は，
Cooley の“鏡映自己”や Mead の“‘I’と‘me’か
らなる自我”などの考えのもととなり，その後の自己
に関する研究に多大な影響を及ぼした（梶田， 1994; 
榎本， 1998）。そしてその多くが，自己は社会性を持ち，
他者との相互作用によって自己が知覚・形成されると
いう観点に立っており，自己と他者は密接に関連して
いるという考えを導き出している。このように，自分
がどのような人物かという自己認識と他者がどのよう
な人物かという他者認識は相互に結びついていると考
えられる。それゆえ，自己について述べるのであれば，
相互作用を行う対象である他者についても考慮に入れ
る必要がある。
　また，このような特徴は特に親密な他者とのかかわ
りにおいて顕著に現われるとされており（Damon, 
1983/1990; 柏木， 1983），自己認識は親密な対人関係
に左右されるという主張が一般になされている。親密
な対人関係として，親子関係や恋人関係，友人関係が
挙げられるが，その中でも特に友人関係は，個人の意
思によって選び，築かれる関係であると言われている

（遠矢， 1996）。友人関係研究の中には，特にこのよう
な友人の“選択”といった特徴に注目したものがある。

友人選択研究は，人がどのような友人を好んで選択す
るのかを明らかにすることを目的としており，多くの
研究が自己と友人との性質の比較の観点から実施され
ている（e.g., Hartup, 1983）。また，Festinger（1954）
が提唱した社会的比較理論や Tesser & Campbell

（1983）が説く自己評価維持モデルに代表される社会
的比較に関する研究は，自他の能力や特性の比較と友
人関係の関連性について検討している。これらの研究
は，自己を基準として他者を認識することで友人関係
は構築され，変化するという考えに基づいており，自
己認識や他者認識（特に友人認識）が友人関係や友人
選択に大きな影響力を持つことを示唆している。
1-1．幼児期における自己評価
　自己認識の中でも特に，自己の能力や特性に対する
評価的側面に焦点を当てたものは自己評価と呼ばれて
いる。一般に幼児の自己評価は甘く，現実とはかけ離
れて自己を高く評定する傾向が見られることが指摘さ
れている。
　例えば，Hansford & Hattie（1982）は，自己評価
と実際の達成得点の関連についての128研究のうち，
就学前児を対象とした5研究に基づいてメタ分析を行
い，就学前児の自己評価と実際の達成得点の間に関連
が見られないことを示している。また Nicholls（1978）
は，5-13歳の子どもを対象に，自身のリーディングの
成績に対する自己評価と教師評価（実際の成績）の関
係を調べている。その結果，年少児ほど実際の成績よ
りも自己評価を高く設定し，年齢を重ねるごとに実際
の成績との一致度が増すようになり，教師評定との相
関が高くなることを示唆している。加えて Weiner

（1964）は，さらに下の年齢の４歳児でも，同様に自
分自身を過大評価する傾向があること（ただし自身を
過小評価する子も多少存在する），社会的に望ましい
特性に関しては一段と顕著な傾向を示すことなどを報
告している。
　幼児期・児童期の自己の評価的側面の理解に関して
調査している佐久間（保崎）・遠藤・無藤（2000）では，
幼児は自己の肯定的側面（好き・良いところ）のみを
描写する傾向にあり，加齢に伴い，否定的な側面（嫌
い・悪いところ）に関する描写も増加していくことを
明らかにしている。この研究結果も，幼児が自己を過
度に肯定的に評価する側面を持つ傾向にあることを示
していると言えるだろう。
　こうした結果に対し，Harter & Pike（1984）は，
パズルが上手，かけっこが速いといった，幼児にとっ
て想像しやすい具体的な能力場面を用いれば幼児は正
確な自己評価が行うことができると考え，描画を用い
た子どもの自己知覚（有能感と社会的受容感）を測定
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する尺度（Pictorial Scale of Perceived Competence 
and Social Acceptance for Young Children）を開発
し調査を行った。調査結果から，幼児の自己評定値と
教師評定値の間には社会的受容感に関しては有意な相
関は見られなかったが，有能感（学習面と運動面）に
関しては有意な相関がみられ，子どもの自己能力知覚
が実際の能力を反映するものであることを示唆してい
る。また，桜井・杉原（1985）は，Harter & Pike（1984）
を参考に，日本の幼児（年長児）向けの自己知覚を測
定する描画尺度を作成し，その信頼性の検討を行っ
た。その結果，年少児を対象にしていない，妥当性を
検討していないといった問題点がいくつか残されてい
るものの，ある程度の信頼性は確かめられている。
　このように，幼児の自己評価は過大評価傾向にある
という一般的な知見は認められるものの，それに対す
る反証も存在し，一貫した研究結果が得られていな
い。これに関して金城・前原（1991）は，自己評価反
応の発達的な個人差の存在といった問題点を指摘し，
ピアジェの認知的発達段階の観点から幼児の能力評価
の反応特徴と実際の能力および認知能力との関連を検
討している。その結果，幼児は自己能力を高く楽天的
に評定する傾向にあるが，その程度には個人差があり，
極端に高く評定する者もいれば，適度に高く評定した
り，否定的に評定したりする者も存在すると述べてい
る。その中でも自己能力を適度に高く評価する幼児は
現実に即した評価ができる者であり，同じ前操作期に
ある幼児においても，より発達した認知能力を有して
いると結論付けている。
1-2．幼児期における他者評価
　他者評価に関しては，自己評価とは異なり，幼児で
もかなり的確に能力評価や将来の成功・失敗の予測を
行うことができると言われている（柏木， 1983）。
　例えば，Stipek & Hoffman（1980）は，運動課題
場面において成功，失敗，成績向上を経験した後，そ
の後の自己および他児の成績を3-8歳児がどのように
予測するかについて実験を行った。その結果，自己に
関しては３，４歳では過去の経験に基づいた予測を行
うことができず，失敗した後でも高い成績予測を行っ
てしまうという，その他の自己評価研究と類似した結
果が得られた。それに対し，他児については３，４歳
の時点で成功および失敗の情報に基づいてその後の成
績に対する予測を行うことができると示唆された。す
なわち，就学前児でも，他の子どもの能力評価に関し
ては，その子の過去の成績を反映した能力評価や将来
の成績の予測をかなり妥当なレベルで行えることが明
らかになっている。
　また，幼児でも他者の行動を観察することで，自発

的に他者の行動を予測したり内的特性を推測したりで
きるという知見もあるように（松永， 2002），可視的
で客観的な内容に関しては，幼児は他者を適切に認識
できることが分かる。自己評価に関しては，評価する
自分と評価される自分とを分離して評価しなければな
らないのに対し，他者評価に関しては，他者は最初か
ら客観的な対象であるため，目に見える結果をそのま
ま評価すればよいと推測できる（柏木， 1983）。この
ような過程の違いが自己評価と他者評価の困難さの違
いに繋がるのではないかと考えられる。
1-3．まとめ
　幼児の過度に高い自己評価は認知発達の未熟さによ
るものであり，前操作期に入ったばかりかそうでない
かによる多少の個人差はあるものの，その評価傾向は
発達上当然のことである。その一方で，Harter & 
Pike（1984）の結果から，幼児が想像しやすい具体的
な状況を設定することで，幼児はある程度正確な自己
評価を行うことができるという知見を導き出すことが
できる。また，他者に関して幼児はかなり正確に評価
できることが示されており，客観的な対象に対する評
価は正確に行うことができると推測される。
　本節では自己評価と他者評価に関する文献を概観し
てきたが，内容上それぞれ独立したものとして説明を
行った。しかしながら前述のように，自己認識と他者
認識は密接に結びついていると考えられているため，
その関連性を考慮に入れて検討を行う必要がある。
よって以降は，自己と他者の関連性を踏まえながら，
友人選択および社会的比較に関する研究を概観してい
く。

２．友人選択と自己認識・友人認識

2-1．幼児の友人認識
　従来，子どもの友人あるいは友情に対する認識は，
認知発達と共に，段階的に発達すると捉えられてき
た。 例 え ば Bigelow ら（Bigelow, 1977; Bigelow & 
LaGaipa, 1975）は，６歳から14歳の子どもに対し，「親
友とはどんな人か」「親友に期待することは何か」と
いった質問を行い，得られた回答から以下の３段階の
友情概念の変遷を示している。それによると子どもは，
初めは地理的・物理的に近くにいる，共通の活動を行
う子（段階１：７-8歳）を友人とみなすものの，その後，
価値観や社会的規範を共有できる誠実な子（段階２：
９-10歳），共通の興味や自己開示を通じて相互理解し
合える子（段階３：10-12歳）へと友人に対する認識
や期待を変化させるとしている。
　同様に，Selman（1981）は，社会的認知発達の立
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場から，子どもの友情概念の発達を５段階で説明して
おり，以下の段階を踏んで友人関係や友情に対する理
解を変容させるとしている。すなわち子どもは，段階
０（一時的・物理的関係：3-７歳）では家が近く，そ
のときたまたま一緒に遊んでいる子を友人とみなす
が，段階１（一方向的関係：４-９歳）では自分の好き
なことを一緒にしてくれる子を友人とみなす。そして
段階２（都合の良いときだけの関係：６-12歳）で友情
を互恵的なものとみなすようになるが，不都合なこと
やネガティブな出来事が生じた場合は互恵性が失わ
れ，関係は容易に終わってしまうと考える。その後，
段階３（相互親密的・相互援助的関係：９-15歳）で友
情は連続性と愛情の絆を持つものであり，友情によっ
て親密性と相互援助が発展し，葛藤が生じても関係は
終わらないと考えるようになり，最後の段階４（自律
的・相互依存的関係 : 12歳頃から青年期）で互いの独
立と依存の両感情の統合を通じて友情は発展するとい
う感覚を持つに至る。
　一方，Berndt（1981）は，初期の友情概念がそれ
以降の概念によって受け入れられなくなるのではな
く，新旧の友情概念は並存すると考えたため，友情概
念の発達を段階的には捉えなかった。Berndt（1981）
のインタビュー結果から得られた各年齢段階の友情概
念に関する特徴的な描写としては，幼児では“特徴の
定義（e.g., 彼は私のことが好き）”“遊び・交際（e.g., 
一緒に遊ぶ）”，３年生では“向社会的行動（e.g., 遊び
に誘ってくれる）”“攻撃行動（e.g., 攻撃的ことをしな
い）”，６年生では“親密さ・信頼（e.g., なんでも話せ
る）”“忠実な支持（e.g., 陰口を言わない）”“誠実さ（e.g., 
いつも一緒にいる）”がそれぞれ挙げられる。
　発達過程の捉え方に違いは見られるものの，これら
の見解から導かれる子どもの友人および友情に対する
認識は，特に幼児期や児童期初期においては，表面的
な情報や物理的な近接性を基に形成される傾向にある
ことを示唆している。また同時に，一時的（たまたま
一緒に遊んでいるから友人になる）で一方向的（“自
分が”好きなこと，したいことを一緒に活動するから
友人になる）な特徴を持ち，友人関係の本来の特徴で
ある，自己と友人の要求を相互に満足させる持続的で
互恵的な関係は，発達段階初期では見られないと主張
している。
2-2．子どもの友人選択要因
　子どもの友人（遊び相手）選択について述べた 
レビュー（Epstein, 1989; Hart, McGee, & Hernandez, 
1993）によると，子どもの友人選択には近接性，年齢，
類似性の３要因が影響を及ぼしており，発達段階に応
じてこれらの重要性は変化するという。近接性とは物

理的な距離を指し，年少児は近くにいる子どもを友人
として選択するが，その傾向は年を経るにつれて徐々
に減少する。年齢に関しては，幼児期には年長児を友
人として選択する傾向にある（積極的に選択している
かどうかは疑問が残る）が，児童期には同年齢の子ど
もを友人として選択するようになるとする見解が主流
である。類似性は子どもの諸特徴や興味の方向の相違
についてのものであり，年少児は居住地や年齢あるい
は好きな遊びが同じといった表面的特徴を友人選択の
基準とするが，年長になるにつれて性格や特性といっ
た内面的特徴を基準に友人を選択するようになる。本
邦の子どもに関しても，友人を選択する場合，幼児期
では“相互的接近（席や家が近い，一緒に遊ぶ）”と“単
純な好感・愛着”が理由の半分ずつを占めるが，小学
１年生になると“相互的接近”が半分に減少し，それ
に代わって“人格的尊敬・共鳴”が登場することが明
らかになっている（田中， 1975）。また，屋内外の遊
び場面が幼児の遊び相手に及ぼす影響について分析し
た廣瀬・志澤・日野林・南（2006）は，３，４歳児の
遊び相手の選択は偶発的であり，近接性が主な要因と
なっていたのに対し，５歳児になると場面に応じた遊
びによって能動的に相手を選択し，遊び相手を興味や
関心の類似性に基づいて選択することを明らかにして
いる。
　このような見解は友人選択研究において主流のもの
であり，前段の友人認識に関する知見と同様に，幼児
は表面的な情報に基づいた，一時的・一方向的で単純
な友人選択しか行えないことを表している。しかし一
方で，幼児期における互恵的で持続的な友人関係の存
在を示唆する研究もいくつか存在する。
　例えば Hinde, Titmus, Easton, & Tamplin（1985）
は，幼児が他児と遊ぶ場面を２つの時期（対象児が
42ヶ月のときと50ヶ月のとき）にわたって実験的に観
察し，幼児の友情を短期間の関係以上のものであると
示唆している。また，Howes（1983）は，安定した仲
間集団に属する幼児を対象とした保育所での生活場面
に関する観察から，幼児が互恵的な友情を築くことを
明らかにしている。同様に，Hayes, Gershman, & 
Bolin（1980）は，自由遊び場面における幼児の友人
に対する行動について観察を行い，一方的に選択した
友人よりも相互に選択し合った友人に対して，幼児は
好意的な反応を表出しやすい傾向があると示してい
る。さらに原 （1995） は， 遊び， 援助， 信頼の各構成
場面で “友だち” と “知っている子” に対する行動予測
と自分の意図について幼児に判断させた結果，幼児は
少なくとも行動的側面に関しては友人関係を互恵的な
関係として理解している可能性があると述べている。
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2-3．まとめ
　幼児の友人関係および友人選択については，近接性
に代表されるような，表面的な情報を基盤とした一時
的・一方向的で単純な選択によるものとみなす見解が
主流である。その一方で，幼児が成熟した（あるいは
複雑な）友人選択を行える可能性を示唆した研究もあ
り，幼児の友人選択や友情の理解に関する一般的な考
えに対して，新たな観点を供給していると言えるだろ
う。しかしながら，そのような研究のほとんどが幼児
の行動観察をもとにしたものであり，親密な対人関係
の一般的な側面を反映している可能性も否定できな
い。
　子どもの友人選択要因として挙げられている３要因
の内，近接性に関しては，その特徴から自己認識と友
人認識が友人選択に影響を及ぼしているとは考えにく
い。これに対し年齢については，幼児期には年長児を
友人として選択する傾向にあるという特徴や，世話を
焼いたり焼かれたりといったニーズを満たすために異
年齢の友人を選択するといった知見（French, 1984）
から，自己と照らし合わせて友人を認識し，その情報
をもとに友人を選択している可能性が生じる。さらに
友人との類似性に基づいた友人選択を行うには，自己
と友人との差異を知る必要があるため，必然的に自己
と友人を比較することになる。それによって導き出さ
れる友人の表面的な情報を手がかりに，子どもは友人
を選択していると考えられる。これらのことから，自
己認識と友人認識が友人選択に影響を及ぼしていると
推測することは十分可能であろう。しかしながら，年
齢や類似性に関する研究はほとんどが児童を対象にし
たものであるため，今後幼児期の子どもを対象にした
検討を行う必要があるだろう。

３．社会的比較と自己認識・友人認識

3-1．社会的比較理論の概要
　Festinger（1954）が提唱した社会的比較（social 
comparison）は，“自分と他者を比較すること”と定
義づけられる。Festinger（1954）は，人間には自分
の意見や能力を正確に評価しようとする動因があり，
物理的客観的基準が利用できない場合に自分の意見や
能力を他者の意見や能力と比較することで自己評価を
行い，そのような比較は自分と意見や能力が類似した
他者との間で行われるとしており，これらの考えをも
とに社会的比較過程理論を展開している。近年では，
この社会的比較が，自己評価や自己高揚などといった
種々の機能に役立つことが指摘されている（外山，
2001）。

　人間は，適応的な社会生活を送るために，このよう
な社会的比較を通じて能力や意見に関する正確で妥当
な自己評価を得ようとする欲求を持っている。しかし
一方で，社会的比較は，正確で妥当な自己評価を求め
るためだけでなく，自己をより好ましい存在として認
識するために作用する場合もある（高田，2004）。す
なわち，常に自分と類似した他者を比較対象として選
択するわけではなく，自分より優れた他者あるいは
劣った他者を比較対象として選択することで，自己評
価を高めようとする機能も併せ持つ。前者が Festinger

（1954）で述べられている上方比較であり，後者は
Wills（1981）が提唱した下方比較である。
　上方比較は，自尊感情が高まっている場合や自己の
能力を向上させようとする自己向上動機が作用する場
合に，自分より優れた，望ましい状態にある他者を比
較対象として選び，比較を行うものである。この種の
比較は，「能力や成績は高ければ高いほうがいい」と
いう向上性の圧力（Festinger, 1954）によって引き起
こされ，比較他者をしのごうとすることで自己の能力
を向上させようとする性質を持っている。一方，下方
比較は，自己評価（自尊心）が脅かされるかもしれな
いとき，自分よりも不幸な他者，能力が劣った他者と
比較することで，主観的幸福感を得たり，間接的に 
自己評価を高めたりする比較形態である（Wills, 
1981）。これは自尊心を維持高揚するために肯定的な
自己評価を抱こうとする自己高揚動機に基づいてい
る。ゆえに今日では社会的比較は，自己と類似した他
者と比較を行うことで正確な自己認識を獲得する自己
評価，自分より優れた他者と比較を行うことで自己を
高める自己向上，自分より劣った他者と比較を行うこ
とで自己を維持高揚させる自己高揚の３つの機能を持
つという見解が多数を占めている（Wood, 1989, 1996; 
高田，2004）。
3-2．幼児期の社会的比較
　高田（2004）のレビューでは，社会的比較を自分と
他者の相対的位置関係という基準に則って自己評価を
行うものと考えた場合，認知発達の未成熟さゆえに，
およそ８，９歳以下の子どもは自己の認識や評価の手
がかりとして社会的比較をあまり用いていないと述べ
ている。しかしながら，社会的比較に基づいて明確に
自己評価を行わないとしても，周囲の他者から得た情
報に応じて自他の比較を行うことは十分考えられると
もしている。
　幼児の日常の比較行動に着目した Mosatche & 
Bragonier（1981）は，保育園での観察で得られた幼
児の社会的比較に類する発言を比較の内容と機能に分
類し，その生起頻度について調査した。その結果，比
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較の機能としては“弁別・類似”（e.g.,「あなたは石
鹸のパイを作っているけど，私は石鹸のシチューを
作っているの」）と“競争”（e.g.,「僕は司令官だ。隊
長よりすごいんだよ ｣）が有意に多かった。この結果
は，幼児が日常的な他者との比較に競争的な視点を持
ち込んでいることを意味し，他者より自分のほうが優
れていると自分自身をみなすことで満足を得ようとす
る自己高揚的な比較を行っていると言える。また，
Butler（1989a,b）によると，幼児は様々な技能を習
得するために他者の遂行を知ろうとしたり，課題達成
に必要な情報を獲得したりするための比較を行うとい
う。このような技能習得や学習を目的とした比較は，
自分の能力を高めようとする自己向上的な比較である
と考えられている（Butler, 1992; Wood, 1989）。
3-3．自己評価維持モデル
　自己と他者との比較に関する論説のなかでも，特に
自己評価の維持や高揚，比較他者との関係に焦点を当
てたものに Tesser & Campbell（1983）の自己評価維
持モデル（self-evaluation maintenance model: SEM
モデル）がある。SEM モデルは，人間は肯定的な自
己評価を維持・高揚しようと動機づけられ，その自己
評価は他者との関係に影響を受けるといった基本的仮
説に基づいており，他者との心理的距離，他者の遂行
レベル，活動に対する関与度の３変数によって規定さ
れる。このモデルにおいて自己評価は，心理的距離の
近い他者の優れた遂行によって自己評価が上昇する反
映過程と 心理的距離の近い他者の優れた遂行によっ
て自己評価が低下する比較過程の２つの過程を経て変
動するとされている。どちらのプロセスが生起するか
は，活動に対する関与度に左右される。すなわち，関
与度が低い活動において心理的に近い他者の遂行が優
れている場合には，反映過程が生起し，その他者との
同一視を通じて自己評価が上昇する。一方，関与度が
高い活動において心理的に近い他者の遂行が優れてい
る場合には，比較過程が生起し，その他者と自己を対
比することで劣等感を感じ自己評価が低下する。そし
て自己評価が低下した場合には，他者と距離を置いた
り遂行レベルや関与度を変化させたりといった行動調
整を行うことで，自己評価を維持すると考えられてい
る。
　Tesser, Campbell, & Smith（1984）は，SEM モデ
ルから導かれた，自己と他者（クラスメイト）が心理
的に近い場合，関与度の高い活動では他者よりも自分
のほうが優れていると認知し，関与度の低い活動では
自分よりも他者のほうが優れていると認知するという
仮説を検証することで，小学校高学年児童の自己評価
と友人関係の関連について検討を行っている。その結

果，SEM モデルの予測通り，児童は，関与度が高い
場合には心理的に近いクラスメイトよりも自分のほう
が優れていると評価し，関与度が低い場合には心理的
に近いクラスメイトを自分よりも優れていると評価し
ていた。この結果から，小学校高学年児童が自己評価
を維持できるような友人を好んで選択していることが
示唆された。このような友人選択における自己評価維
持機能はさらに下の年齢（３，４年生）でも確認され
ている（磯崎， 1994）。
3-4．まとめ
　幼児は，認知発達の未成熟さゆえに自己の認識や評
価の手がかりとして社会的比較を用いることは少ない
が，日常的に他者の遂行を参照し，自己と他者を比較
することはよく行っている。こうした比較行動は，自
尊心を高めたりその低下を防止したりする自己高揚機
能や自分自身の能力を高めたり改善したりする動機を
充足する自己向上機能を持つとされている。なお自己
高揚機能は下方比較，自己向上機能は上方比較にそれ
ぞれ対応すると捉えられている（Wood, 1989）。
　SEM モデルと友人関係についての研究は，小学生
や中学生を中心に行われており，幼児を対象にしたも
のは現在見当たらない。その理由として，他者との比
較が自己評価に影響を及ぼすのは児童期中期（８，９
歳）以降であり，幼児期や児童期前期には他者との比
較と自己評価に関連が見られない（Ruble, Boggiano, 
Feldman, & Loebl, 1980）ため，他者との比較による
自己評価の変動について検討を行う SEM モデルの調
査対象として幼児は適していないとみなされているの
ではないかと推測される。しかし，幼児の実際の遊び
場面では，「○○ちゃんは私より上手」「負けるから一
緒に遊びたくない」といったように，自分と相手の能
力を比較して語る姿を時折観察できる。自己評価の変
動を実証的に調査したわけではないため，厳密にはこ
の例に対して SEM モデルを適用することはできな
い。しかし，上述の幼児の比較行動やそれに伴う機能
の観点からもわかるように，幼児が自己評価や自身の
性質をもとに友人を評価し友人を選択している，ある
いは自分が楽しく遊べるような（自尊心を維持できる
ような）友人を選択しているといった可能性を導き出
すことはできると考えられる。

４．今後の展望

　これまで概観してきた研究を踏まえ，本研究の今後
の展望を簡単に記す。
　先行研究から，幼児が自己と他児を比較し，その情
報に基づいて友人を選択している可能性が示唆され
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た。今後は，幼児が他児と比較する特性やその基準に
対して詳細な検討を行う必要がある。そしてその特性
がもし能力であるなら，幼児が能力によって他者を認
識し，それをもとに友人を選択していることの証左と
なるであろう。
　また，幼児の中には極端に自己を高く評定する者も
いれば，適度に高く評定したり，否定的に評定したり
する者も存在する。中でも特に自己を否定的に評価す
る子どもは，自己の否定的な側面に焦点を当てすぎる
ことで健全な友人関係が築けず，社会的不適応を引き
起こすかもしれない。このような子どもの自己評価メ
カニズムと友人関係について探究することは，教育的
に意義深いと考える。
　最後に，社会的比較に関する研究には，社会的比較
行動がその後の行為や関係に及ぼす影響についてほ 
とんど検討されてこなかったという問題が存在する

（Blanton, Buunk, Gibbons, & Kuyper, 1999; 外 山， 
2006）。先に述べた例のように自己と友人を比較した
結果，幼児が特定の友人を自分にとって望ましくない
相手と評価した場合，その友人と遊ぶのをやめて他の
子と遊ぶことを選択するかもしれない。このように社
会的比較行動が実際の友人選択に影響を及ぼしている
ことを明らかにすることができれば，友人選択研究，
社会的比較研究双方に対して新しい見解を示すことが
できるであろう。
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